
　社会資本総合整備計画 事後評価書
計画の名称 みなとみらい２１周辺地区都市再生整備計画事業

計画の期間   令和０３年度 ～   令和０３年度 (1年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 横浜市

計画の目標 大目標　集約型の都市構造の転換とコンパクトな市街地形成を進め、更なる国際競争力の強化を図るため、市の中核である横浜都心を形成するエリアの都市機能を強化し、 

公共施設等の更なる整備による地域の一体化を推進する。

小目標①　最寄駅や、都市施設間のアクセス・回遊性の向上を図るための歩行者ネットワークの形成により都市機能を強化し、国際競争力のある拠点形成の一助とする。

小目標②　横浜駅周辺の治水安全度の向上を図る。

小目標③　横浜駅周辺の高質な空間づくりを図る。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               1,096  Ａ               1,096  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

H22 R3

   1 ・ペデストリアンデッキの整備により、最寄駅からの歩行者空間を確保し、安全で快適な歩行者ネットワークを形成する。

・歩行者ネットワークの形成　（歩行者安全水準の向上） 54人/m・分 人/m・分 27人/m・分

桜木町駅から北仲通地区への歩行者交通量（ピーク時予測値）に対する減少

   2 ・就業者や来街者、観光客が安心して過ごす環境を整備するため、横浜駅周辺地区の治水安全度の向上を図る。

・治水安全度の向上 260m3/s m3/s 350m3/s

鶴屋橋の架替えによる帷子川分水路の流量の増加

   3 ・横浜駅周辺の快適な歩行と滞留のできる空間形成を行う。

・地下通路接続による西口駅前地上部の混雑緩和　 530100人/日 人/日 423300人/日

1日当たり地上部を通過する人数の減少

   4 ・横浜駅周辺の快適な歩行と滞留のできる空間形成を行う。

・横浜駅中央西口駅前広場内の歩行及び滞留空間の拡充 97人/ｍ2・日 人/ｍ2・日 75人/ｍ2・日

１日当たりの駅前広場利用者に対する空間

   5 ・横浜駅周辺の快適な歩行と滞留のできる空間形成を行う。

・横浜駅きた西口から鶴屋町方面への歩行者安全水準の向上 47人/ｍ2・分 人/ｍ2・分 20人/ｍ2・分

歩行者交通量（ピーク時予測値）に対する減少

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

全体の事業期間は平成28年度～令和３年度の6年間、事業費は8,799.8百万円ですが、当計画には令和３年度の事業費のみ計上しています。

1 案件番号： 0000640975



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R03 R04 R05 R06 R07 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市再生整備計画事

業 A10-001

都市再生 一般 横浜市 直接 横浜市 － － みなとみらい２１周辺地

区都市再生整備計画事業

道路・地域生活基盤施設等　

122ha

横浜市  ■       1,096 －

事業費は令和３年度のみの金額（事業期間：H28～R3）

 小計       1,096

合計       1,096

1 案件番号：  0000640975



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

評価の透明性、客観性、公正さを確保するため、学識経験者を入れた評価を実施
事後評価の実施体制

0000640975案件番号：

令和６年度末

横浜市ホームページ

・鶴屋橋の架け替え事業により、対象断面での流下能力が向上しました。
・横浜駅中央通路西口地下街接続事業により、地上部における混雑が緩和されました。
・横浜駅中央通路西口地下街接続事業と横浜駅西口駅前広場整備事業により、空間的ゆとりが増加したことで、駅前広場での歩
行者動線の交錯が解消し、歩行者の安全性・快適性が向上しました。
・大岡川・栄本町線横断人道橋事業により、弁天橋における混雑が緩和され、桜木町駅からの北仲通地区への歩行者の安全水準
の向上が図られました。
・横浜駅きた西口駅前広場整備事業により、民間開発で整備された階段・ESに屋根の設置及び民間デッキへの昇降機整備で駅ま
での経路に複数の選択肢ができたことから歩行者流動が変化し、横浜駅きた西口から鶴屋町方面への歩行者数が減少したので、
安全水準の向上が図られました。

・横浜駅中央通路西口地下街接続事業により、横浜駅中央自由通路から西口地下街への移動が円滑化されたこととで、地上部に
おける歩行者動線の錯綜が改善され、利便性が向上しました。
・横浜駅中央通路西口地下街接続事業と歩行者空間の拡充にあわせて、駅前広場に屋根を整備することにより、歩行者動線以外
の空間として活用できるようになり、雨に濡れないタクシー待合空間、待ち合わせなど滞留空間、イベントなどの活用空間など
を確保することができ、駅前広場としての利便性が向上しました。
・大岡川・栄本町線横断人道橋事業により、みなとみらい21地区と関内地区との回遊性の充実が図られました。
・横浜駅きた西口駅前広場整備事業により、快適な歩行と滞留のできる空間生成が図られました。

【学識経験者の意見】
鶴屋橋架替事業について、対象断面にて流下能力を向上させることができた。ただし、異常気象による想定外の事象もあるため、今後も引き続きハード面、ソフト面両方において治水対策を検討して欲しい。帷子川本線
も引き続き治水対策を行い、安全性を高める必要がある。
横浜駅自由通路・西口地下街接続事業について、事業期間はかかってしまったが、駅ビルの建て替えとタイミングを合わせることで構造面等において効果的に調整することができた。
横浜駅西口駅前広場整備について、歩行者空間に余裕を確保することができた。横浜駅には他にも様々な課題が残っているので、今後はモバイル空間統計データなどの新しい技術を動線計画や評価に活用しつつ、引き続
き多面的な視点で取り組んでほしい。
横浜駅西口駅前広場内の車両動線（タクシー及び一般車）の運用については、改善の余地があると思われるため、今後も継続的に検討してほしい。
◆大岡川・栄本町線横断人道橋事業
鉄道駅の新改札の整備と連携が取れており、エリアにおける歩行者動線の観点で利便性は高い。
周辺開発の遅れによる減少については、完成に向けて引き続き検証が必要。また、現時点でも当初想定と評価時点の完成率を割合化して乗じて差異をなくすことで、より実際的な効果の発現状況を把握することが出来る
と考える。
◆横浜駅きた西口駅前広場
民間開発による新たな動線ができたことによる分散が目標達成の主要因であるものの、屋根を整備したことによる快適性向上も、効果の最大化に寄与していると思う。
横浜駅周辺等の都市部においては「安全で歩きたくなる街なか」の推進が必要。車両の通行状況や地元のニーズに応じて歩行者優先とするなど街路（道路）空間の転換を目指してほしい。
【今後の方針】
引き続き本市事業において横浜駅きた西口駅前広場整備を行い、通路幅の拡幅によりさらなる歩行者安全水準の向上を図ります



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

桜木町駅から北仲通地区への歩行者交通量（ピーク時予測値）に対する減少

最　終
目標値

27人/m・分
当初は、弁天橋のみの経路でしたが、さくらみらい橋や北仲クロスデッキが整備されたことによりデッキレベルでの通行が可能となり、地上 

レベルで通行する歩行者が減少しました。また、民間開発が遅れており、通行する人が想定よりも少なかったことも目標値を下回った要因と 

して考えられます。

最　終
12人/m・分

実績値

 2

鶴屋橋の架替えによる帷子川分水路の流量の増加

最　終
目標値

350m3/s

最　終
350m3/s

実績値

 3

1日当たり地上部を通過する人数の減少

最　終
目標値

423300人/日
横浜駅中央通路西口地下街接続事業により利便性が向上したことで、地下部の通行量が従前に横浜駅中央自由通路から西口地下街へ通行した 

人数を上回ったため、地上部の通行量が目標値よりも少なくなりました。

最　終
204947人/日

実績値

 4

１日当たりの駅前広場利用者に対する空間

最　終
目標値

75人/ｍ2・日
当初計画ではタクシーレーン６レーンのうち２レーン分を拡充するものでしたが、屋根整備において３レーン分を歩行者空間にする必要が生 

じたため、拡充面積が当初より大きくなったため目標値よりも小さくなりました。 また、横浜駅中央通路西口地下街接続事業の効果により駅

 前広場地上部を移動する人が少なくなったため、目標値に対してさらに空間的に余裕を持たせる結果となりました。

最　終
26人/ｍ2・日

実績値

 5

歩行者交通量（ピーク時予測値）に対する減少

最　終
目標値

20人/ｍ2・分
横浜駅きた西口駅前広場整備事業により、民間開発で整備された階段・ESに屋根の設置及び民間デッキへの昇降機整備で駅までの経路に複数 

の選択肢ができたことから歩行者流動が変化し、最終目標値には達成しなかったものの横浜駅きた西口から鶴屋町方面への歩行者数が減少し 

、安全水準の向上が図られました。今後市単独事業にて行う広場整備（通路幅員の拡幅）により更なる減少につなげていきます。

最　終
23人/ｍ2・分

実績値

1 案件番号：0000640975


